
Rotary　International　2024-2025
　会長　ステファニーＡ.アーチック（アメリカ）

　　（テーマ）

　　　　The　Magic　of　Rotary
　　　　　ロータリーのマジック

 2024年９月２４日(火)
　　2024-2025年度　第５０年度　第１１回　通算第2342回例会
　【会長報告】 　

◆ 先週(9/18)３RC合同観月例会。　暑い中。参加された方。お疲れ様でした。
◆ 9月14日(土)クラブ活性化セミナーに参加してまいりました。＜感想・・＞
◆ 9月21日(土)香川第Ⅰ・第Ⅱ分区米山協議会に参加してまいりました。＜感想・・＞

　【幹事報告】
◆ 岡山後楽園ＲＣより「創立35周年記念誌」が届いております。

参加された方にお渡ししております。

　【プログラム】客　話（ 社会奉仕委員会 ）山下峰彦委員長

 みなとのピザ屋さん　責任者

『直面する地域課題に対して自分ができること』
　～就活を１社も受けずにさぬき広島に就職した理由～
・丸亀市出身、２２歳
・2023年３月からさぬき広島に移住
・島に就職して、地域づくりを実践しながら研究中
・座右の銘：「口より先に動く。」

【さぬき広島に就職】
　平日(月～木)：ＮＰＯ法人石の里広島統括マネージャー
　休日(金～日)：みなとのピザ屋さん責任者
　その他に讃岐広島・小手島・手島活性化協議会理事、トリドールＨＤ現地社員など

＊さぬき広島ってどんなところ？
　・丸亀港からフェリーで３５分、高速艇で２０分
　・人口　約150人、高齢化率 80％超え、80代後半でも現役！
　・6つの日本遺産、構成文化財が現存。　ありのままの大自然。
　・商店が一軒も無い。ほぼ自給自足が可能。　顔の見える繋がり。

     佐々原 悠馬 様
 NPO法人石の里広島統括マネージャー

ガバナー　 夏見 良宏 （丸亀RC）
「インパクトをもたらそう 青少年に夢を」
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丸亀東ロータリークラブ
会長　前山　佳裕　　幹事　塩田　寿

国際ロータリー第2670地区



＊なぜ離島でボランティア活動？
　≪学生≫ 　≪島民≫
　・社会貢献したい 　・外出機会が少ない
　・地域と関わりたい 　・後継者が居ない
　・ボランティア活動に取り組みたい 　・力仕事が大変
　・SDGSに関心がある 　・若者のパワーが欲しい
　・他校の生徒と関わりたい 　・出事が人手不足

　◎同世代の関係人口創出
　　→島民と学生が共に活動することで多世代交流の機会を創出

＊これまでの実績
　・ボランティ愛ランド活動実績紹介
　　　合計来島人数 73名（2023年度）

　・メディア 取材多数

　◎昨年度の活動が…2024年2月27日 恵比寿ガーデンプレイス
　　　全国社会福祉法人経営者協議会主催 社会福祉HERO’S
　　　　「学生ヒーローズ賞」を受賞！
　　福祉ボランティアでありながらも、地域おこしにも寄与しているなど
　　地域や周りの学生への影響力の高さが評価された。
　◎昨年度の活動が…2024年3月6日 東京スクエアガーデン
　　　東京都環境局若者アンバサダー（DO！NUTS TOKYO）
　　　小池都知事とのダイヤローグ＆アイデアピッチ大会
　　　東急電鉄さんから東急渋谷駅のデジタルサイネージ１か月無料掲載権。
　　　(株)ボーダレスジャパンさんからSBのクラウドファンディング化のサポート権。
　◎昨年度の活動が…2024年3月19日 丸亀市役所
　　　丸亀市長・副市長を表敬訪問！
　　「引き続き、さぬき広島での活躍を期待している」と励ましのお言葉を頂戴しました。

【様々な活動を通じた、成長と気づき】
　・座っているだけでは学びも仕事も、何も始まらない！
　・新たな出会いとそこでしか出来ない経験を求めて「足で学ぶ」ことが重要。
　・事例研究を進めると共通点や相違点が分かり、
　　　　自分を通じて二つの地域を繋ぐことが出来る。
　・やはり自分は地元が好き。　丸亀を自分の力で変えたい。

【今後の展望】
　・数年後には、ＮＰＯ法人化したい。
　・丸亀市、丸亀市社会福祉協議会、マルタスとの連携。
　・島民との円滑な合意形成、ローカルコモンズを守る。
　・同世代の関係人口を増やす。
　・全国から学生ボランティアを受け入れる！

両者のニーズと課題をマッチング＆解決！



「過疎化の進む島で見つけた使命とは」　同志社大学学内誌より
　島の人みんなに、愛すべき孫ができたというところか。香川県丸亀市の沖合、瀬戸内海に
浮かぶさぬき広島（以下、広島）  最盛期には2000人が暮らした島も、往時の採石業に代わ
る産業を欠いたことで、現在の定住人口は150人ほどにとどまる。 
多くの離島同様に過疎化と高齢化が同時進行する広島だが、明るい兆しも見えてきた。
自給自足、物々交換がいまなお息づく島でのボランティア活動を通して地域貢献や人脈づく
りがしたいと、島外の若者が続々と訪ねてくるようになったのです。
その中心にいるのが佐々原悠馬さん。
対岸の丸亀出身で学業のかたらわ、2023年3月から広島に移り住みました。
　きっかけは、2022年の夏。佐々原さんは自ら代表を務めるボランティアサークルの合宿
地を丸亀に求めた。 活動を通じて地元NPOと知己を得ると合宿の受け入れ先として広島を
紹介され、そこで島民とのBBQやNPOが世話する子どもたちとの海水浴を楽しみました。
交流を深めるうちに農村・漁村振興をテーマに卒業研究を進める佐々原さんの胸には、おの
ずと「ここで地域おこしがしたい」という思いが芽生えました。
コロナ禍の真っ只中に入学した身には人との関わりが生む温かみが何よりしみたのだろう。
大学生活最後の１年間を広島で過ごすことに迷いはなかったそうです。
　草刈りに農作業、デイサービスの手伝いから観光客のガイド役まで、若い佐々原さんの
活躍ぶりは、まさに八面六臂の言葉通りです。 8月には荒廃した竹林の整備を兼ねて流し 
そうめんならぬ「流しうどん」のイベントを開催、企業の
支援も取り付けて島内外から150人もの人を集めました。
さまざまな行動の結果、離島特有の課題もあぶり出された。
それは定住と観光の間に位置する関係人口の確保。
より住人に近い視点から島に関わる非定住者を増やすことが、
過疎地域の持続可能を形づくる鍵になるという。
社会福祉協議会と積極的に連携し、高校生や大学生のボランティア受け入れに関与するの
も、そうした考えが根底にあります。
　研究と実践の両輪で走り続ける佐々原さんの将来の夢は地元の活性化です。島暮らしで
取り戻したであろう人懐っこい讃岐弁に、遠からず地域に尽くすことでしょう。

　【本日のニコニコ】
・ NPO法人石の里 広島の佐々原悠馬様をお招きして

　　　客話を拝聴して。ありがとうございました。 ：山下  峰彦  社会奉仕委員長

・ NPO法人石の里 広島の佐々原悠馬様をお招きして
　　　客話を拝聴して。ありがとうございました。 ：前山  佳裕  会長

・ NPO法人石の里 広島の佐々原悠馬様をお招きして
　　　客話を拝聴して。ありがとうございました。 ：塩田    寿   幹事

・ 9/18.３ＲＣ合同観月例会を無事終えて ：鈴木  貴信  親睦活動委員長

・ 9/18.３ＲＣ合同観月例会を無事終えて ：前山  佳裕  会長
・ 9/18.３ＲＣ合同観月例会を無事終えて ：塩田    寿   幹事



　【来訪ロータリアン】（なし）

　【メークアップ】（なし）

　【出席報告】 第２３４２回例会 　

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出 席 率

４３名 １名 ４２名 ２２名 ２０名 52.38%

　 第２３４０回例会 　

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出 席 率

４３名 １名 ４２名 ２２名 ２０名 52.38%

   【１０月１日(火)例会】防災ポスター 選考会（青少年奉仕委員会）

   【１０月８日(火)例会】客 話 〔國時 忠能 ガバナー補佐）
   　　　　　　　　　　　＊クラブアッセンブリー

 　四つのテスト　 ～言行はこれに照らしてから～

　　１．真実かどうか ３．好意と友情を深めるか
　　２．みんなに公平か ４．みんなのためになるかどうか

 　ロータリーの目的
　　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。

　　具体的には、次の各項を奨励することにある。

　　　第１．知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。
　　　第２．職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に
　　　　　　奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。
　　　第３．ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々、
　　　　　　奉仕の理念を実践すること。
　　　第４．奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、
　　　　　　平和を推進すること。

 E-mail；merc@soleil.ocn.ne.jp

 　例会日　 毎週火曜日　PM12:30～PM1:30　

入りて学び　出でて奉仕せよ
～ロータリークラブの基本姿勢～

＜9月24日(火)例会分＞

＜9月10日(火)例会分＞

  http://www.marugame-east-rc.com

MARUGAME EAST ROTARY CLUB
 例会場 オークラホテル丸亀 ☎(0877)23-2222

 〒763-0011 丸亀市富士見町3丁目3番50号

事務所　オークラホテル丸亀430号室
 TEL(0877)21-6611；FAX(0877)21-6655
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